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論文内容の要旨 
 近年、Flow-diverter stent (FDS)の発明によりこれまで治療困難であった脳動脈瘤
への治療が可能となってきた。脳動脈瘤に対する治療方針は動脈瘤内への血流遮断で
あるが、FDS は母血管にステントを留置し整流効果を生じる事で、瘤内血栓化を促す
というデバイスである。これまで動脈瘤の血栓化状態等に対する論文は出ているが、
ステントに被われた前脈絡叢動脈の様な小分枝血管に対しての論文は少ない。今回、
FDS 留置における前脈絡叢動脈の開存について評価、検討した。 
［方法］2011 年 4 月から 2013 年 7 月までに脳動脈瘤に対して FDS を留置した 92
例のうち、前脈絡叢動脈をステントが被っている連続 20 例を後方視的に検討した。
前脈絡叢動脈のうち、血管造影にて脈絡叢を栄養しているものを long-course 
group(14 例)とし、それ以外を short-course group(6 例)とした。画像的評価として、
術直後、フォローアップ検査での前脈絡叢動脈の開存や血流評価を行い、神経学的所
見と共に検討を行った。 
［結果］ステント留置直後の前脈絡叢動脈の血流は全例で良好であった。術後 1 ヶ月
での神経学的所見は全例で評価できており、前脈絡叢動脈閉塞を疑わせる所見は認め
なかった。それ以後のフォローアップは 17 例で可能であり、期間としては平均 9.8
±5.4 ヶ月であった。long-course group, short course group 共に前脈絡叢動脈閉塞に
伴う所見を呈した症例は認めず、血管造影上も、前脈絡叢動脈の閉塞や血流変化を認
めた症例は存在しなかった。 
［結語］FDS 留置の際、前脈絡叢動脈をステントが止むなく被うような場合には、前
脈絡叢動脈の解剖や吻合に関わらず安全に治療が可能である。 
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